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臺灣産植物種子油の研究 (第九報)

主要荳 科植物 種子 油 に就 て(く ろ よな,相 思樹,銀 合顴,ビ ルマ

合顴,む らさ きそ しん くわ,は りぎり 種子油 の成分)

(昭和九年三月六 日受領  昭和九年五 月汁五 口印刷)

加    福    均     三     畑         忠     太

落花生 及び 大豆 等 を代 表 的 な もの と して一 般 に 荳科植 物 の 種 子 中 に は 多 少 と も油 脂 を含 有 す るを

通性 とし殊 にその 油 脂 を構 成 す る脂 肪 酸 中 に は高 度 飽和 酸 を含 む もの 多 し,襲 に著 者等 は本 島 に於

ける本科 の種子 申 その二 三 の もの につ き油 の性状 を報 告 せ しが 其 の後 その 成 分 つき檢 索 す る機

會を得たれ ば これ を一括 して記 さん とす る もの なり.即 ち ア カ シア屬(Acaeia Willd)の 網 思樹,ネ ム ノ

キ屡(Albizzia Durazz)の ビル マ 合顴,ハ マ カ ヅ ラ屬(Bauhinai Linn)の む らさ き そ しん くわ,デ イ コ

屬(Eryもhrina L)の 刺 桐,ギ ン ゴウ カ ン屬(Leuctiena Beuth)の 銀 合顴 及 び ク ロ ヨナ屬(Pongamia

 Vent)の くろ よな に して これ ら を從 來 の文 献Nzみ る に くろ よな以 外 殆 ど研 究 せ られ しを見 す.

くろ よ な

くろよな 學 名Pongamia glabm Vent.土 名 九 重吹.海 岸植 物 に して臺 灣 に於 ては恒 春半 島 及 び

臺北宜蘭の海岸等に 多 く生 育 す る殆 ど常緑 の 中喬 木 に して 四五 月の 候淡 紫 色の花 を開 く.英 は長 さ

Bcma幅3em内 外 の稍 々鎌 形 をな し普通1燗 の種 子 を蔵 し種 子 は淡 黄色扁 な る球 形 に して10粒 の

重量13.8g,長 さ2cm,幅1.2cm,厚 さ0.8m,内 外 に して種 子 の 粗油 脂27.25%,水 分10.0%灰 分2.47%

な り.臺 灣 樹木 誌に よれ ば 本種 子 油 は 印度 に て は燈 用 と して 又藥 用 と して疹 癬 その 他皮 膚 病 に特

效あ りと云 はれ,そ の性状 成分 に關 して はLewkowitoh,1) Grimme2)そ の 他 の 研究 あ り.就 中GIUn

2)の油脂書 に よれ ば其 の脂肪 酸 は 固體 酸20%,液體 酸70%に して前 者 はPahuitic acidを 主域 分 と し

rirachidic arid, Stearie aeld, Lignocerie acid,及 び極 少量 のMyristic acidよ りな り,後 者 はOleic ac id

大部分 を占 めLinolic acid及 び 少 量 のLinolenic acidの 存 在 を誰 明 しあり.

油の一般性歌 油 は鐙 黄 色,25。 に て牛固體状 を呈 しそ の性 質 次 の如 し.尚 比 較 の た めGrimmeの

性質 を併記 す.

比 重      屈折率     酸價   鹸化價  沃素債  不鹸化物

’˜ŽÒ“™•@_??_ 0.9217 (_??_) 1.4730 29.33 193.20 80.69 0.396

Grimme (d39) 0.9287 (_??_) 1.4770 42.28 185.1 77.3 8.16

即ちこれ らの性 状より酸價梢々高 きをみ,こ れにつきては遊離酸及び樹脂質物質の存在を推測 しあ

り,著者等亦これが檢索をなさんとせ しも試料の關係にて充分なる結果を得ず.

1) Lewkowitch: Analyst , (1903), 342. 2) Grim ne: (hear,. Revue, (1910), 233. :1) A. D. Gr9u:
 Analy, Fetle, Wachse ,' Bd. II, 254.
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成分の検索

不鹸 化 物  文献4)に よる本 油 不鹸 化物 は か な り多 量 に してBraFSicasterol等 の存 在 論ぜ らるるも

本 島 廃 本油 にて は極 微 量 に して これ を検 索 し得 す.

脂肪 酸 不鹸 化物 を分 離 した る混 合 脂肪 酸 は淡橙 黄 色 の固體 に してm.p.48-49°,沃 素價81.75,

中 和價192.84な り.

鉛鹽 ア ル コール 法 に て分離 した る園體 酸 は27%に してm.p.59-61°,中 和價183.12,ア ル コールに

て分 別結晶 を繰 りか へ して大體 次 の如 く分 離 す

m.P.                  中 和價               收量 (9)

1 76-77•‹ 158.91 2.5

2 0-7 0 179.98 0.3

        66-67 196.13 0.5

4 54-55 211.66 1 0.8

即 ち こ こ に 於 て1)は 更 に95%酒 精 よ の再1結 晶 し てm.p.7G-77°,中 和價156.08,銀 盤 分 析 の 結果

はAg?3.16%(C204H17O2Agと し て22.75%,C22H4302Agと して24.12%).こ れ. Lignoceric acidに し

て,2)は 初 め 中 闇 混 合 物 な ら ん と思ひ し も逐にm.P.73-71°,中 和 贋177.86asと 一 定 してArachidic

acid(C2。H40O2 179.68)の 存 在 を明 か に し,3)はStearic acidに し て,4)はPalmitie acid, Myrlstic

acid共 存 す る もの との 見 解 の 下 に 更 に 栓 索 した る もm.p.55-59°,中 和 贋216、32及 び,m.p.53-54°,中

和 贋209.74と な りてMyristic aeidの 存 在 は 誰 明 し得 す. 即 ち こ こ に 於 て固體 酸 はLignoceric acid

を 主 成 分 と し1'aliuitic acidl Stearle acid及 びArachidic acidの 四 成 分 よ りな る こ と を知 る.

液 艦 酸 は73%に して 比 重(_??_)0.9129,屈 折 率(_??_)1.4670,中 和價196.45,沃 素 贋109.92,六 臭化

物 を輿 へず,四 臭 化 物 は酸5gより1gを 得,m.p.112-113° に し てLinolic a,ciilの 存 在 を明 か に し

尚 液 状 臭 化 物 よ り腕 臭 素 して 得 た る 回收 酸 につ き3gよ りHazura氏 法 に よ る酸 化 を行 ひ し結 果 は

不 溶 性水 酸 化 酸1.79を 得m.P.125-128°,中和價175.08,エーテル と處 理 して アル コ ール に

て 結 晶 し,1)m.p.130-131°,中 和價177.27,2)m.p.148-149°,中 和 債169.32,即 ち 原 酸 はOleic acid

の 大 部 分 と結晶 臭 化 物 よ り逃 が れ た るLinolic acidの 微 量 を混 在 す.而 し てLinusic acid, Isolimisic

 acid 及 び これ ら に相 當 す る もの を檢素 し得ず,斯 く し て 液體 酸 はOleic acidを 主 成 分 と しLivolic

acidの 少 量 を 混 在 す る もの と み る べ し.

摘 要

1.く ろ よ な 種 子 油 は 不 乾 燥 性 油 に屬 し これ を 構 域 す る 脂 肪 酸 成 分 は 不 飽 和 酸73%,飽 和 酸27%

の 割 合 に し て 前 者 はt)7cic acid 78%, Linolie acid 22%よ りなり,後 者 はLignoceric acidを 主 成分 と

して61%,Palmitic acid 20%, Stearic acid 12%, A1achidic acid 7%よ りな る.

2. 不鹸 化 物 は1)3%の 微量 に して從 來獲 見 せ られ しと云 ふ8rassicastero1の 存 在 は明 か な らず.

3.食用 には供 し得 ざれ ど も藥 用 と して疹 癬,泡 疹,糠 枇疹 等 の 皮膚 病 に特效 あ りとの説 あ り.

相  思  樹

相 思樹 學 名Aeaeia confusa, Merrill.庇 蔭 用 と して 又庭 圖及 び行 道樹用 と して 古 くよ り植栽 さkti

し本樹 は その 材有用 な る薪 炭材 と しての 利 用 に魏 へ て生 育 極 め て速 か な る點 を以 て 現 今 で は臺灣到

4) Beal, Katti: J. Amer. Pharan. Aso., 14 (1926), 1086; Besati, Sudborougb, Watson: J. Indian, Inst. Soc
, 6 (1923), 93.
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る所にみる最:も普通の樹木な り.種 子の含油率62%に して油の性 状につきては既に報告せ る所な

り。即ち再録すれば次の如 し.

比 重(d30/4)0.9053,屈 折 率(n_??_)1.4612,鹸 化 價19621,沃 素 債100,72,酸價5.64,不 鹸 化 物3 .3%

成分の検索

不鹸 化物 黄 澄 色 の半 固體 状 を な し純 アル コ ール に て處 理 して微 量 のm .p.158-160° の 一種 の

Stero1と お ぼ しき もの を得.こ の もの細 針 状 の結 晶 に して 明か に共 存 せ るm .p.137° のSitostero1と

分別 し得た る も微 量 に して他 の誘 導髄 を作 る を得ず.

脂肪酸 鉛鹽 アル コール 法 に よ り混 合 脂肪 酸 より 分 離 した る固體 酸 は1'.2.500に してm .p. 50-

51°,中和 贋192.53,90%酒 精 よ り分 別 結 晶 し て,1)m.p.72-73° ,中 和價179.38,5.59,2)m.p.

54-55°,中 和 贋206.62,1.8b,3)m.p.60-51°,中和 質211.07と 大 別 し吏 に再 結 晶 を繰 りか へ して

吹 の如 く分 離 す る を 得 た り.

m.p.           中和價        牧量(9)
1 77-77.50 167.21 3 .6

2 74-75 177.66 0.3

3 57-58 215.35 0.4

4 53-54 222.88 0 .6

こ こ に於 て1)は 更 に 再 結 晶 してm.P.77-77.5°,中和價164.80,銀 盤 の 分 析 の 結 果Ag 24.3900

(C22H302Agと してAg 2組2%)邸 ちBehenic uciclと 一 致 し,2),3),4)は 各 自 の 結 晶 及 び 酒 精 に 封 す

る溶 解 度 そ の 他 よ り観 察 して お そ ら く中 間 混 合 物 に あ ら す し てArachidlo acid,1'nlmitic acid ,

Plyristic acidな ら ん と思 考 せ り.斯 く して 固體 酸 と し て はBehenic acidそ の 約80%を 占 め 他 は 殆

ど同量 の 割 合KArachidic, Palmitic, Myristic aeidよ りな る もの と考 へ ら る.

次 に液體 酸 は 比 重(_??_0.8975,屈 折 率(_??_)1.4640,中 和 19G.28,沃 素 138.68,エ ー テ ル 不

溶性 六 臭 化 物 を作 らず,四 臭 化 物 は 酸5gつ を3.8 g, m.p.112-113°;尚 酸10.5 gに つ き1fazura

酸化 を行 ひ し結 果 は 水 に 不 溶 性 水 酸 化 酸112 を得,こ れ を精 製 し て8.1g, m.p.153-154°,エ ー テ ル に

て温抽出 し更 に 各 々 を酒 精 に て 再 結 晶 し て殆 ど等 量 の 割 合 にm.p.127-128°,中和價175 .25 m,p

.171-172°,中和價163.81の2-Hydroxystearic acid及 びSatibic acidを 得 たり.而 し て 可 溶 性 物 よ

りは何 もの を も得 ざりき.

摘 要

1.本 油 は 不 乾 性 油 と み る べ く構 成 す る脂 肪 酸 は 飽 和 酸22 .5%,不 飽 和 酸77.5%に して 前 者 は

8ehenic acidを 主 成 分 と し て他 に 少 量 のArachidic acid,Palmitic a cid, nzуristic acidを 合 有 し後 者 は

Oleic acid, Linolic acidの ほ ぼ 等 量 よ り な る.

2.不 鹸 化 物 VC m.p,137° のSitoste1I以 外 にBrassicagEerolよ融點 蝿 高 きm.p.158-160°附 近

の 一種 のSterolの 存 在 を 知 る.

銀 合 歓

銀合激 學 名Leueaena glauca,(Linn)Benth 含 油 率7.74% 尚 既 報 の性 状 を再録 すれ ば 次 の如

し.

比 重(d_??_)0.9047,屈 折 率(n30)1.4598,〓 願191.91,沃 素價94.87,酸價3.31,不 鹸 化 物4.6%
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成分の検索

不 鹸 化 物 黄 褐 色 の 芳 香強 き牛 固體 に して酒 精 と處 理 して多 量 のm.p.131-132° のSitosterolを

得.

脂 肪 酸 固 體 酸 は 約29%に し て酒 精 に よ り分 別 結 晶 し て1.m.p.71-72°,中和 價171.42,2,

m.p. 60-61°, 中和 價199.48, 3. m.p.55-56°, 中和 價305.31, 4. m.p.54-55°, 中和 領220,34と

大 別 し更 に 各 々 に つ き檢 索 を繰 の返 へ して1)m.P.73-74°,中 和 價166.14, Ag%24.69と して

Behellic acidを,2)m.p. 64-65°,中 和 價198.26と し てStearic acidを,3),4)よ りm.p.57-58°,

中 和 價214.72,m.p.54-55°,中 和 價238價?1と し てPtilmitic acid及Myristic acidを 誰 明 し得 た

り.

液 體 酸 は 比 重(d_??_)0.911,屈 折 率(n_??_)1.630,中 和 價193.73,沃 素 價136.96に して 六 臭 化 物 を

與 へ す 四 臭 化 物 の 牧 量 約70%に し てm.p.113-114° 即 ちLinolic ac三CIの 相 當 量 の 存 在 を示 し酸 化

の 結 果 は 同 じ くm.p.123-129°,中 和 贋175.03, m.P、173-173°,中和價162.26の 雨 水 酸 化 酸 を得

てOlcic RCI(1.Linolic acid Qritjし 得 た 珍價.

摘 要

1.本 油 は 相 思 樹 油 に 相 似 し脂 肪 酸 は 飽 和 酸29%,不 飽 和 酸7196に して 前者 はBehenic acid,

Stearic acid, Palmitic ac1d, MyrisUc aeidよ りな 珍,後 者 は 約 等 量 の 割 合 に01eic acid, Linolic Rcldよ

りな る,

2.不 鹸 化 物 はSitosterolに して 相 思 樹 油 に見 出 した る如 きni.p.160ｰ近 くのSterolは 検出 し得

す.

ビ ル マ 舎 歓

ビ ル マ 合顴 學 名Albizzia Lcbbek,(Line)Benth,ネ ム ノ キ屬 を代 表 す る もの に して含 油 率

5,47%,そ の 性 歌 次 の 如 し.

比 重(_??_)0.9313,屈 折率(n_??_)1.4707,鹸 化 價190.17,沃 素 價1(104.57,酸 價2.73,不 鹸 化 物3,8%

成分の検索

不鹸 化 物 楼 黄 色 に して多量 の結 晶 のた め殆 ど固體 状 を呈 しそ の結 晶 を と 珍出 して親察 す るにメ

チ ール アル コ ール に難 溶 に して 無 水酒 精 にて再 結晶 してm .p,164-165° の 光輝 あ る針 状結 晶の微量

を分離 し得 た り.こ れ お そ ら く前 記相 思 樹 のSterolと 同 一 な らん とす る も暫 くおか ん とす.

脂 肪 酸 鉛鹽 ア ル コ ー ル 法 に て 分 離 した る 固 體 酸 は29%に し てm.P.53-53。,中 和 價207.23,

分 別 結 晶 に よ り1.m.p. 73-74°,中 和 價182.62°,2. m.p、60-61°,中和價196.74,3. m.p.58-59°,

中和 價203.04,4.m.p.54-55°,中 和 價225,01,5. m.P.53-54°,中 和 價244.51と 分 離 し1は 更

に精 製 し て117P 75.5-76°,中 和 贋17$ .75,輝 け る板 状 に 近 き葉 状 結 晶 と して 銀 鞭 のAg%26.07

(C20H3902Ag 25・謎%)即 ちA1achidic acidを 楡 出 し2,3,4はm.p. 70-71°,中 和 價188.56, m.p.60-61°

.中 和 價,216.44と 分 離 し てPalmitic acidの 存 在 を 明 か に し 同 時 にStearic acidの 疑 は しき

こ と を知 夢,5は 明 か にMyristic acidな る こ と 明 確 なり ,而 し て そ の 割 合 はArachidic, Palmitic,

Myristic 5:2:3な るべ し,

液 體 酸 は 屈 折 率(_??_)1.4716,沃 素 贋145.45に し て 六 臭 化 物 を あた へず,四 臭 化 物72%, m.p.

113-114° に し てLinolie acidの 相 當 量 を含 有 し酸 化 の 結 果 よ りm .p.168-170°,中 和價163.86,及びm.p

.130-131°,中 和 176 .OSな る水 酸 化 酸 を 得 てOleic ,£ino1玉e兩 酸 を確 認せり.
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摘 要

1.ビル マ合顴 油は固 體 酸29%,液 體 酸71%に して前 者 はArachidic acidを 主 成 分 と し他 に

Pa1mitic, Myristic兩酸 よ りな り後 灘Oleic,Linolic爾 酸 よりな る,而 して相思 樹,銀合顴に見 た る

が如 きBehenic acidの 存在 を見 す.

2.磁 化物中にm.P.164-165° 附 近 の 一種 のStero1存 在 す る こ と を知 る.

むらさきそ しん くわ

む らさきそ しん くわ  學 名Bauhinia puipurea, L.ハ マ カ ヅ ラ鵬 に して 本屬 の 種子 油 につい ては

Bauhinia esealataの 性 状 の報 告 をみ るの み,含 油 率15.24% ,性 状 を再録 すれ ば

比 重(d_??_0.9148,屈 折 率(n_??_)1.4666,鹸 化 價203.16,沃 素 贋85 .54,酸 價0.77,轍 化 物2.2%

成分の検索

不鹸 化物 榿黄 色の 牛 固體 に して ア ル コー ル に て處 理 してm .p.136-137° のSitosterolを 槍 出 す

脂肪酸 鉛 瞥 アルコー ル 潔 て分 離 した 鋼 體 酸 は2G%に てm.p ,56-57・,神 灘215.31,液

體 酸 は 比 重(d_??_)0.8991,屈 折 率(n_??_)1.465,中 和 贋soi.60,沃 素 價138.52 .

混合脂肪酸 メチ ル エ ステ ル の分 溜 常 法 に よ り鳳 ス テル化 した る メチ ル エ ス テル145gに つき 分

溜 した る結 果 は次 の如 し.

次に各溜分を酸にかへし液岡兩酸を分離 しその各々につき性質を測定す.



374 日 本 化學 會 誌 第 五 十 五帙 第 五 號

こ こ に於 て 固 體 酸 は 分 別 結 晶 に よ り溜 分1,2よ りm.p.54.5-55°,中和 價241.26と し てMyristic

 acidを,溜 分3よ りm.p.59-60°,中和價218.25と し てPalmitic acidを,溜 分4よ りm.p.68-

69°,中 和 價200.58と してStetiric acidを,溜 分5,6よ りm.p.70-71°,中和 質178・58と して

Arachi(lic aci(1を 分 離 し得 た り.次 に液 體 酸 の 方 は 各 溜 分 に つ き臭 素 添加 を 行ひm.p.112-114° の

四 臭 化 物 を,溜分 よ り26%,3よ り30%,4,5よ り33%,6よ り9%の割 合 に て 得 た る も六臭

化 物 は こ れ を得ず,更 に そ の 結 晶 臭 化 物 を分 離 した る液 状 臭 化 物 よ り奥 素 眈 却 を行 ひ て得 し 酸 を

Holde氏 法 に てElaidic aci(1の 生 成 を 試 み 酒 精 に て 再 結 晶 し てm.p,44-44.5° の 酸 を得 又Hazura

酸 化 に よ りm.p,.12S-130°,中 和 價175.61と し て2-Hydroxystearic acidを 得 て 原 酸 のOleic acidな

る こ と を證 明 し1た 診.

摘 要

1.本油 も亦 不 乾 燥 性 油 に屬 し脂 肪 酸 は 固 體 酸26%,液 體 酸74%に して 前 者 はMyristic aci&26%,

Pahuiもic acld 55%, Stearic acid 14%, Arachidic acid 5%よ りな り後 者 はLinolic aeid 54%, Oleic

acid 46%の 割 合 と思 考 す.

2.不 鹸 化 物 はSitosterolを 主 成 分 とす.

は り ぎ り

は りぎ り(刺 桐) 學 名Erythrina indica,Lam デ イ コ属 の喬 木 に して種 子 の含 油 率11.9%性

状を再 録 すれ ば 次 の 如 し.

比 重(_??_)0.8964,屈 折 率(_??_)1.4602,酸 價2.90,鹸 化 價184.50,沃 素 價71.94,不 鹸 化 物0.49%

成分の検索

脂 肪 酸 鉛鹽 ア ル コ ー ル 法 に て 分 離 した る 固 體 酸 は30.7%に し てm.p. G5-66°,中 和 價184.53

,液 體 酸 は 此 重(_??_)O.S879.屈 折 率(_??_)1.4581,中 和 價197.37,沃 素 價105.56な り.

脂 肪酸 メチ ルエ ステ ルの 分溜 75gの 混 酸 をエ ステル 化 して分 溜 した る結 果 次 の如 し.

次に各溜分を酸にかへ し液固兩酸に分離 したる各その性質次の如 し.
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液 體 酸檢 索 の 結 果 は 臭 素 添 加,酸 化 等 に よ りOleic acid, Linlolic acidの兩 酸 を誰 明 し他 酸 は槍 出.し

得 ず,固 體 酸 は酒 精 よ り分 別 結 晶 を 繰 りか へ し て1. m,P.58-59°,中 和 贋218,11,2, m.p,65-65.5°,

中和 價11.91,銀鹽 分 析 の 結果Ag 25.82%, 3. m.p.72-73°, 中 和 價173.75, 4, m.p.77-75°,中

和 價164.92,Ag 24.32%,5. m.p.74-75°,中 和價55.21, Ag 23.80%と 分 離 す る を 得 た り.即 ち

これ を綜 合 す る にBehenic sticidを 主 成 分 と しArnchidic, Palmitic兩 酸 及 び極 少 量 のLignoeeric acid

を含 有 す.

不鹸化物 不鹸化物は室温30。 にて流動し難 き牛酪状 を呈しそのままにては結晶 を取 り出し

得ず.ア ルコールを處理するも結晶するに至 らす且つ微量なれば全部に二倍量の無水醋酸を加へ煮

沸して後これ を観察するも結晶性アセテー トを得ず.

摘 要

本 油 は固 體 酸 の 含 量 比 較 的 多 く130.7%に し てhelienic acidを 主 成 分 と し他 にArachidic acid,

Pahuitic acidを 含 み 両 少 量 な れ ど もLignoceric, acidを も含 有 す.液 體 酸 はOleic acidを主成 分 と し

約80%を 占 め他 にLinolic acidを 含 有 す

終りに材料種子につき配慮を得たる林業部松浦技師及び津田徳蔵 氏 拉に實驗 に助力せ られし藤川

政一氏に謝意を表す.
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